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申
請
し
た
事
業
の
き
っ
か
け

は
、
地
域
資
源
を
見
つ
め
直
し
、

再
発
見
す
る
「
プ
ラ
ス
し
ず
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
話
し
合
い

か
ら
生
ま
れ
た
。
河
原
で
繁
茂

す
る
葦
を
肥
料
に
す
る
安
芸
太

田
の
伝
統
農
法
の
復
活
と
河
川

環
境
の
改
善
を
狙
う
一
石
二
鳥

の
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
。 

 

こ
の
企
画
を
さ
ん
け
ん
の
関

係
者
か
ら
聞
い
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
柱
に
据
え
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
商
店
を

営
む
広
島
市
西
区
の
生
原
誠
之 

     

「
下
鵜
ノ
子
」
と
題
し
た
熊
南

峰
の
写
真
が
残
る
。
二
段
滝
の

す
ぐ
上
流
で
、
鵜
ノ
子
は
さ
ら

に
中
、
上
へ
と
続
き
三
段
を
な

す
。
探
勝
路
は
猿
飛
を
迂
回
し

山
側
高
く
を
通
り
、
再
び
川
へ

近
づ
く
辺
り
が
上
鵜
ノ
子
で
あ

る
。
中
鵜
ノ
子
は
隔
絶
し
た
空

間
で
あ
る
。
道
を
外
れ
、
木
に
ロ 

 

           

さ
ん
が
関
心
を
持
ち
、
協
働
事

業
に
よ
る
都
市
型
コ
ン
ポ
ス
ト

（
残
飯
を
分
解
す
る
堆
肥
製
造

器
）
の
制
作
を
さ
ん
け
ん
へ
提

案
し
た
。 

安
芸
太
田
の
葦
と
三
次
の
籾

殻
燻
炭
、
浄
水
場
で
廃
棄
さ
れ

る
汚
泥
を
活
用
し
た
土
壌
改
良

材
を
使
う
コ
ン
ポ
ス
ト
の
開

発
・
販
売
を
目
指
す
。
初
年
度
は

葦
を
使
っ
た
畑
づ
く
り
と
コ
ン

ポ
ス
ト
の
活
用
講
座
を
実
施
す

る
。
生
原
さ
ん
は
「
さ
ん
け
ん 

 
 

   

ー
プ
を
巻
き
付
け
、
つ
た
っ
て

川
辺
へ
下
り
る
。 

  

清
流
が
落
ち
込
む
淵
に
風
が

さ
ざ
波
を
立
て
、
濡
れ
た
岸
壁

を
滴
る
よ
う
な
緑
が
覆
う
。
行

く
ル
ー
ト
は
三
段
峡
ホ
テ
ル
の

高
下
務
さ
ん
に
教
わ
っ
た
。 

  
 

     

の
里
山
と
都
市
と
を
つ
な
ぐ
理

念
に
共
感
。
土
づ
く
り
で
つ
な

が
り
を
深
め
た
い
」
と
話
す
。 

 

食
品
ロ
ス
は
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
八
％
を
占
め
る
と
さ

れ
る
研
究
も
あ
り
、
温
暖
化
防

止
の
た
め
、
食
品
廃
棄
対
策
へ

の
行
動
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

    

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
中
国
山

地
自
然
史
研
究
会
副
理
事
長

１
、 

        

祖
父
は
南
峰
の
弟
子
と
も
言

え
る
高
下
常
市
で
あ
る
。
戦
中

荒
廃
し
た
葭
ケ
原
の
羽
田
山
荘

を
、
常
市
が
三
段
荘
と
し
て
再

建
す
る
前
年
の
一
九
四
七
年
、

務
さ
ん
は
生
ま
れ
た
。
幼
少
期

を
葭
ケ
原
で
過
ご
し
た
生
粋
の

三
段
峡
人
で
あ
る
。
二
十
八
歳

で
県
外
か
ら
戻
り
、
ホ
テ
ル
経

１ 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

広
島
ホ
ー
ム
テ 

レ
ビ
の
番
組
「
地 

球
派
宣
言
」
で
五

月
十
四
日
、
三
段

峡
の
キ
シ
ツ
ツ
ジ

が
紹
介
さ
れ
た
。 

 
 

栂
崎
や
石
樋
で

群
生
し
、
五
月
上

旬
に
見
頃
と
な
る

キ
シ
ツ
ツ
ジ
は
、

岡
山
県
の
旭
川
の

西
か
ら
九
州
の
一

部
と
四
国
に
分
布 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

で
、
さ
ん
け
ん
会
員
で
も
あ
る

上
野
吉
雄
さ
ん
＝
写
真
＝
が
、

環
境
省
の
令
和
三
年
度
野
生
生

物
保
護
功
労
者
表
彰
（
林
野
庁

長
官
感
謝
状
）
を
受
け
た
。 

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
や
ゴ
マ
シ
ジ

ミ
を
保
護
・
増
殖
す
る
た
め
、
長

１ 

   

営
を
引
き
継
い
だ
。 

   

あ
る
日
、
泊
ま
り
に
来
て
い

た
三
沢
三
千
彦
画
伯
か
ら
「
熊

さ
ん
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
」
と
言
わ
れ
、
南
峰
研
究
が
始

ま
っ
た
。
南
峰
の
足
跡
を
描
い

た
「
源
流
」
を
八
五
年
に
出
版
、 

 

す
る
。
広
島
県
で
は
準
絶
滅
危

惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

今
年
二
月
に
放
送
さ
れ
た
地

球
派
宣
言
の
特
番
「
広
島
の
水

の
中
、
潜
っ
て
み
ま
し
た
」
で
、

さ
ん
け
ん
が
二
段
滝
や
魚
類
を

紹
介
し
た
経
緯
が
あ
り
、
局
側

か
ら
新
し
く
取
り
上
げ
る
素
材

の
相
談
を
受
け
、
環
境
に
適
応

し
た
生
態
の
面
白
さ
な
ど
か
ら

キ
シ
ツ
ツ
ジ
に
決
ま
っ
た
。 

 

取
材
対
応
し
た
本
宮
炎
理
事

長
は
「
調
査
・
研
究
事
業
が
、 

 

年
に
わ
た
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
し
て
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
貢

献
、
講
演
会
や
観
察
会
で
地
域

へ
公
表
し
て
い
る
の
が
認
め
ら

れ
た
。 

さ
ん
け
ん
が
実
施
す
る
深
入

山
で
の
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
調
査
・

保
護
活
動
、
恐
羅
漢
山
や
三
段

峡
な
ど
で
開
催
す
る
野
鳥
観
察

会
で
解
説
、
指
導
し
て
い
る
。 

 

   

世
間
や
後
の
歴
史
研
究
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。「
南
峰
と
歩

く
」
も
そ
の
結
果
と
言
え
る
。 

 
三
段
峡
を
知
り
尽
く
す
高
下

さ
ん
の
一
番
の
お
気
に
入
り
が

鵜
ノ
子
で
あ
る
。
南
峰
は
「
岩

容
、
水
態
、
樹
姿
其
妙
を
得
て
」

「
幽
玄
の
趣
を
現
わ
し
て
い

る
」
と
記
す
。（
松
尾 
俊
孝
） 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

野
外
博
物
館
と
し
て
の
三
段
峡

の
価
値
を
生
み
出
し
た
好
例
」

と
話
す
。
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
地
球
派
宣
言
」
に
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。 

   

今
年
度
初
の
西
中
国
山
地
国

定
公
園
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
に
し
さ

す
）
の
事
務
局
会
議
が
五
月
二

十
四
日
、
地
域
商
社
あ
き
お
お

た
と
さ
ん
け
ん
か
ら
各
二
人
が

出
席
し
て
開
か
れ
た
。 

 

会
議
で
は
同
社
を
プ
ラ
ッ
ト 

ホ
ー
ム
に
し
た
情
報
発
信
の
仕 

      

五
月
二
十
日
に
開
い
た
理
事

会
で
、
定
款
第
十
四
条
に
基
づ

き
小
野
誉
里
子
さ
ん
＝
写
真
右

＝
を
新
理
事
に
選
任
し
、
第
二

十
条
に
基
づ
き
吉
田
秀
政
さ
ん 

       

元
安
芸
太
田
町
観
光
協
会
事

務
局
長
で
、
現
福
島
市
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
事
務
長
の

１ 

       

組
み
づ
く
り
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
法
認
定
団
体
取
得
へ
の

取
り
組
み
を
確
認
し
た
。 

地
域
の
人
材
育
成
が
話
題
に

な
り
、
イ
ベ
ン
ト
担
当
者
向
け

の
安
全
管
理
講
習
プ
ラ
ン
の
作

成
を
小
林
久
哉
副
理
事
長
が
請

け
負
っ
た
。 

   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
い
、
広
島
県
へ
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
た

め
、
六
月
に
予
定
し
て
い
た
「
さ

ん
け
ん
自
然
塾
」
と
「
あ
き
お
お

た
の
楽
し
い
１
０
０
人
」
は
中

止
に
な
っ
た
。 

     

＝
写
真
左
＝
へ
相
談
役
を
委
嘱

す
る
人
事
が
決
ま
っ
た
。 

 

小
野
さ
ん
は
安
芸
太
田
町
穴

で
助
産
院
を
経
営
。
青
年
海
外

協
力
隊
の
経
験
が
あ
り
、
正
会

員
と
し
て
さ
ん
け
ん
の
活
動
に

参
加
し
て
い
る
。 

 

吉
田
さ
ん
は
安
芸
太
田
町
観

光
協
会
事
務
局
長
を
二
〇
一
六

年
三
月
に
退
任
、
現
在
は
福
島

市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

事
務
局
長
。「
さ
ん
け
ん
の
力
に

な
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
う

ま
く
私
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
」

と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

に
な
く
多
い
。
日
々
の
閉

塞
感
か
ら
解
放
さ
れ
た
い

の
だ
ろ
う
。
草
花
や
生
き

物
は
、
い
つ
も
通
り
季
節

の
変
化
を
告
げ
て
い
る
。 

南
峰
と
歩
く 

 

㊻ 

鵜
ノ
子
（
う
の
こ
） 

■
一
番
の
お
気
に
入
り 

■
務
少
年 

三
段
峡
人
に 

岩
容 

水
態 

樹
姿
の
配
合
其
妙
を
得
て 

   

▼
打
撃
、
半
面 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
が
五
月
十
六
日
、
広 

 

一口メモ 

島
県
へ
出
さ
れ
て
店
舗
や

渡
船
が
休
業
に
な
っ
た
。

観
光
業
は
大
き
な
打
撃
を

被
っ
て
い
る
。 

半
面
、
観
光
客
は
例
年

１ 

    

「
な
く
そ
う
フ
ー
ド
ロ
ス
‼ 
つ
な
が
り
学
ぶ
、
ベ
ラ
ン

ダ
・
コ
ン
ポ
ス
ト
啓
発
事
業
」
と
し
て
、
さ
ん
け
ん
が
申
請

し
た
広
島
県
温
暖
化
対
策
活
動
促
進
補
助
金
が
六
月
一
日
、

交
付
決
定
し
た
。
太
田
川
に
繁
殖
す
る
葦
を
有
効
利
用
す
る

事
業
で
、
さ
ん
け
ん
で
は
異
色
の
活
動
に
な
る
。
本
年
度
か

ら
三
年
間
、
年
五
十
万
円
の
補
助
を
受
け
る
。 

    
野
生
生
物
保
護
功
労
者
表
彰 

さ
ん
け
ん
活
動
指
導
の
上
野
吉
雄
さ
ん 

情
報
発
信
や
認
定
取
得 

に
し
さ
す
会
議
で
確
認 

理
事
に
小
野
誉
里
子
さ
ん 

相
談
役
に
吉
田
秀
政
さ
ん 

人事 

広
島
県
温
暖
化
対
策
活
動
促
進
補
助
金
の
交
付
決
ま
る 

太
田
川
の
葦
を
活
用 

事
業
者
と
連
携 

広島ホームＴＶ「地球派宣言」 

キシツツジ紹介 

「
自
然
塾
」
な
ど
中
止 
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